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巻頭言 

未来の「感染対策」としての学習 

―器の外へー 

学習支援センター長 芳賀 満 

 

実は事情があってこの巻頭言を書いている今は未来で、この過去の世界を未来に於いてコロナ禍

が襲うことを知っている。しかし 2019 年にはそのようなことは世界の誰の念頭にもなかった。2019
年 12 月に最初の事例が検出されたが、その後に世界各地でのパンデミックがおこるとは多分人類の

誰も考えていなかった。さらにその後にもコロナ禍が一再ならず何回も世界や日本を襲い収束せず、

その都度に人類特有の楽観主義を裏切るとは思いもしなかった。 
ウィルス自体は生物とも言い切れないような存在だが、ウィルスの感染・拡大は人間社会の歴史

的・文化的現象に他ならない。少人数の社会集団が広い大地に点在した狩猟採集時代には個々の群

で集団免疫が得られればウィルスは行き場を失った。農耕牧畜が始まり大人数の社会集団が共同作

業を行うようになりエピデミックが発生した。シュメールで始まった都市文明とは 3 密の創成に他

ならずパンデミックは必定となった。3 密を避けるとは本来都市文明の放棄である筈だが現代は世

界人口の半分以上が都市に住む。たしかにウィルスに直接に対峙するのはその専門家であるが、ウ

ィルス対策を決定するのは政治・経済であり、実践するのは市民社会である。 
知り得ない未来。ならば専門研究が大事であり、同時に教養教育もこの為にあるのだろう。「君子

は器ならず」（論語）と謂う。「器」とは他者により一種一個に限定されている状態のことで、そうで

はなく君子は一つに限定しないで全てに幅広く対応できるべきである、との孔子の教えである。我々

は未来を予見できないから、「器」ではなくその器外の「想定外」にこそ対応できないといけない。

そのためには君子であるエリートこそ、受動的ではなく主体的・自律的な態度と覚悟が必要である。

それが大学での学習である。 
そのような学びを、専門学識は勿論、ライティング、語学、企画などの面からも支えようと、学

習支援センターとその SLA たちは奮闘努力している。本巻はその 2019 年度の報告であるが、その

活動は、「想定外」が叫ばれた 2011 年の過去をも踏まえ、2020 年、2021 年、さらにはその先の未来

にも大いに良い影響を与えることを知っている。 
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◆2019 年度事業内容・成果 
 
 

１．スチューデント・ラーニング・アドバイザー（SLA）制度の運用を基盤とした学習支援の開発・

実施 
SLA Student Learning Adviser）とは本学学生による学生のための学習支援スタッフを指し，主に学部生の授業

時間外の学習に対する支援を行っている。2019 年度の SLA 数は，前期 43 名，後期は 36 名であった。うち当該年

度中に新規採用した SLA は計 17 名である。 
この SLA による学習支援は，①理系科目の学習支援，②英会話・日本語会話学習支援，③ライティング支援，④

学習イベント企画という 4 つに大きく分けられる。2019 年度の利用者数は延べ 2,414 名，1 活動日あたりの利用者

数は 16.1 名であった。 
①理系科目 

質問受付カウンターで SLA が学生への学習支援にあたる個別対応型を中心としている。平日２限から５限の一

部の時間帯に，ドロップイン（予約不要）の形態で，個別もしくはグループでの質問を受けるという窓口対応を

行っている。また，OJT や Off-JT，学生対応の標準化と研修機会の拡充を通して学習支援の質向上を推進した。

2019 年度の利用者数は延べ 1011 名，実数では 257 名であった。 
②英会話（主に日本人学生対象）および日本語会話（留学生対象） 

「英会話カフェ」（ワークショップ）および「１on１」（個別対応）を通して，利用学生の多様なニーズに応じ

た学習支援を行った。2019 年度の英会話支援の利用者数は延べ 449 名，実数で 91 名であった。 
留学生の日本語学習支援としては，「日本語会話」ワークショップ（週 2 回，1 時間/回）を開催した。参加者は

延べ 243 名（前期 99 名，後期 144 名）であり，昨年度に比べて利用者が大幅に増加した。 
③ライティング支援 

ライティング支援の 2019 年度の窓口利用者は延べ 224 名，実数で 111 名であった。留学生に向けた日本語ラ

イティング支援としても積極的な広報を行うことで利用を促し，留学生利用者数は延べ 81 名だった。 
また，『東北大学レポート指南書』に準じたアカデミックスキルセミナー「レポート指南書入門ゼミ」（全 6 回）

を定期開催した。実施回数は合計で 15 回，参加者は延べ 202 名だった。 
④学習イベント企画 

学習イベント等の企画実施については，新入生を対象とした企画「SLA 体験 week」，哲学カフェ「かんがえる

ソファ」を開催したほか，「チャレンジボード」など掲示・常設型の学習支援を実施した。また前年度に引き続き，

宮城県美術館の協力を得て「美術館の楽しみ方，教えます！」を実施した。具体的な活動状況と成果については，

下記４で詳述する。 
④学習情報の発信および広報活動 

以上の各分野について，2018 年度に引き続き，情報発信に重点的に取組み，相談窓口を利用しなくても様々な

学修情報に学生がアクセスできる環境づくりを目指し，積極的な情報発信活動を行った。学修情報ポータルサイ

ト「学びのヒント by SLA」を運用・更新したほか，物理・化学に関しては，ポスター掲示やブログ・SNS を活

用した情報配信を定期的に行った。 
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２．学習支援の組織開発および支援者育成システムの開発・実践 
2019 年度も，「シニア SLA」制度の運用をはじめ，部会活動やメンター制度，その他の OJT の仕組も合わせて，

SLA 同士の自律的な研修・育成システムを継続的に運用した。特に学習支援者としての SLA を育成するための研修

体系を継続的・定期的に運用すると共に，日常的な学生対応について SLA が自律的に考えて行動し，相互に検討し

学び合う環境醸成に努めた。 
当該年度も例年通り，全ての SLA を対象として，各セメスターの始期に活動説明会，終期に全体リフレクション

会や活動報告会を実施した。これらの活動により期間を通した SLA サポート活動の目標の共有と，その目標に対す

る成果・課題のふりかえりを行った。セメスター中には SLA の担当分野別に「部会」（担当別研修会）を実施し，担

当科目等に関する学習支援の課題の共有と対応の検討等を行った。SLA 共通研修として，「学びの転換セミナー：ア

ートから学ぶ創造的思考」（後述）のほか，ファシリテーションに関する研修を開催した。 
セメスター末には全 SLA に対してアンケートやヒアリングを実施し，個別課題に応じた育成方針をセンター教職

員で検討すると同時に，個々の課題を総合的に把握・整理することにより全体課題の精査を行った。2 月には本学に

て，北海道大学と，学習支援に従事する学生スタッフ（主に理系・英語担当）の合同研修を実施した。 
 
３．情報還元による正課カリキュラムの改善・充実への貢献 

半期ごとに，学務審議会においてセンターの利用状況・活動報告を行った。また，正課カリキュラムと学習支援セ

ンターでの活動を有機的に連携させるため，TGL プログラム必修科目「グローバルゼミ」の複数クラスに対して，

センター教員がアカデミックライティング教育に関する「出前授業」を行った。その他，理系の初年次基礎科目を中

心として，学習支援センターに集まる学生の学修情報を要望のあった科目委員会にフィードバックした。 
 
４．正課カリキュラム外における学生の自主的な学習支援の支援・促進 

学生の学習意欲の向上や教養への興味喚起，正課カリキュラム外での学習活動推進を図るため，SLA による学習

支援活動を中心に様々な学習企画を実施した。新入生を対象とした学習企画イベントとして，4 月の授業期間初週

（平日）の昼休みから３講時に、SLA サポートを体験できる企画「SLA 体験 week」（4 月計 3 回開催，参加者延べ

39 名），を開催した。履修相談等に訪れる 1 年生が多かった。その他、哲学カフェ「かんがえるソファ」（前期 4 回，

後期 14 回開催，参加者延べ 132 名）を開催したり，「チャレンジボード」など掲示・常設型の学習支援を行った。

また，美術館を訪れた経験をあまり持たない学生を主たる対象にして，宮城県美術館の協力を得て実現した「美術館

の楽しみ方，教えます！」（後期 4 回開催，参加者延べ 25 名）を開催した。 
前期には，初めて「TUJP×SLA Language Exchange」を開催した。この企画は、英語・日本語の両言語を用いな

がら、日本人学生と接する機会の少ない短期留学プログラム TUJP の留学生と、英会話を通して留学生と交流した

い日本人学生を結びつけることを目的とした交流企画ワークショップ（90 分）である。国内学生・留学生合わせて

42 名の参加があった。 
他に，学外講師としてアーティストを招聘した「学びの転換セミナー：アートから学ぶ創造的思考」を，2 月 5 日

に開催した。参加者は 32 名だった。 
 

５．学内外における学習支援ネットワークの構築 
学内では，機構教員の協力を得て SLA 共通研修を実施したほか，附属図書館から各種イベントの実施や広報に定

常的な協力・支援を得た。また，留学生等への学習支援に関する情報交換や広報等において，グローバルラーニング

センターとの連携を強化した。 
学外との学習支援ネットワークとしては，2 月に本学にて北海道大学と合同で，学生学習支援スタッフ研修を開催

した。 
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１． センター概要 
 
 

学習支援センターは，2014 年度の高度教養教育・学生支援機構の発足に伴い設立された業務セン

ターの一つである。その前身となったのは，高等教育開発推進センターにおける「SLA サポート室」

の活動（2013 年度）であり，さらにはそれ以前の「全学教育学習支援プロジェクト―SLA（Student 
Learning Adviser）制度の実践―」（総長室付け，2010 年度～2012 年度）の活動が土台となっている。 

2019 年度 6 月，「学習支援センター運営要領」を一部改訂した。 
 
（１）理念・使命 
学習支援センターの使命には，次の 3 点を掲げている。 
 

(1) 学生の主体的・自律的な学習を実践的に支援・促進し，研究大学で学ぶ学生が習得すべき

コンピテンシーを育成する。 
(2) 初年次教育や学習支援に関する国内外の動向を調査研究し，大学における学習支援の質的

向上に寄与する。 
(3) 教職員・学生の間に「学び合い」文化を醸成し，学習共同体（ラーニング・コミュニティ）

の形成に寄与する。 
 

学習支援センターの支援対象は主に学部生を対象とした全学教育（教養教育）である。特に 1・2
年次学生にとっては，高校教育から大学教育への移行において「学びの転換」が課題となっており，

その転換を実践的に支援・促進するのが本センターの重要な役割の 1 つである。 
本センターの学習支援の特徴は，学習支援活動の主な担い手が「SLA（Student Learning Adviser）」

と呼ばれる学生スタッフであることにある。「学生による学生のための学習支援」の在り方を模索し，

開発していくことも本センターの使命の一つである。 
 
 
（２）事業 
学習支援センターが行う事業は，次の 4 点である。 
 

(1) スチューデント・ラーニング・アドバイザー（SLA, Student Learning Adviser）制度の運用

を基盤とした学習支援の開発・実施 
(2) 正課カリキュラムの改善・充実への貢献および全学教育に対する教育開発支援 
(3) 正課カリキュラム外における学生の自主的な学習の支援・促進 
(4) 学内外における学習支援ネットワークの構築 

 
本センターでは，高大接続の円滑化と大学教育での「学びの転換」，そして「単位制度の実質化」

に対応するため，大学初期段階での学びのスタートアップ支援を行う。研究中心大学における学習

支援としては「リメディアル教育」に資する支援を行うと同時に，学生が学修を深化させ，あるいは

より幅広い学習へと拡張していくための「レベルアップ」のための支援を開発・実施していく。 
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（３）センタースタッフ構成（2019 年度） 
センター長 芳賀 満 高度教養教育・学生支援機構 教授，考古学 
副センター長 佐藤智子 同 准教授，生涯学習・社会教育 
センター員 縣 拓充 同 助教，教育心理学・認知科学・美術教育 
 賴 羿廷 同 助教，教師教育，教員評価 
 鈴木真衣 教育・学生支援部 教務課，事務職員（限定） 
SLA 前期 43 名，後期 36 名 （下表のとおり） 

 
＜2019 年度 SLA 一覧＞ 

 担当 名前 所属 学年 活動期間 備考 
1 

物理 

佐藤 諒 理 Ｄ３ 2013 後期～  

2 髙根 大地 理 Ｄ２ 
2014 前期～ シニア SLA 

 ～2019 前期 
3 早坂 遼一路 工 Ｍ２ 2016 前期～  ～2019 前期 
4 野本 大作 理 Ｍ１ 2017 前期～  ～2019 前期 
5 小沢 耀弘 理 Ｄ１ 2018 前期～  
6 赤池 瑞生 理 Ｍ１ 2018 後期～  
7 早部 希 工 Ｂ４ 2018 後期～  
8 有沢 洋希 理 Ｍ２ 2019 前期～  
9 重藤 真人 理 Ｂ４ 2019 前期～  

10 木下 豊 理 Ｂ４ 2019 前期～  
11 松井 理輝 理 Ｂ３ 2019 前期～  
12 

数学 

浅野 喜敬 理 Ｄ１ 2015 後期～  
13 三宅 庸仁 理 Ｄ２ 2016 前期～ シニア SLA 
14 渡辺 孝佳 理 Ｍ２ 2018 前期～  
15 佐藤 俊 工 Ｂ４ 2018 前期～  
16 森 祥仁 理 Ｍ２ 2018 後期～  
17 吉澤 研介 理 Ｄ１ 2019 前期～  
18 木村 藍貴 理 Ｍ２ 2019 前期～  ～2019 前期 
19 竹平 航平 理 Ｂ４ 2019 前期～  
20 長坂 篤英 理 Ｂ４ 2019 前期～  
21 

化学 
三上 進一 理 Ｄ１ 2017 前期～ シニア SLA 

22 中村 祐輝 工 Ｂ４ 2018 後期～  
23 能沢 真由 理 Ｍ１ 2019 前期～  
24 

英語 

樋口 靖浩 工 Ｍ２ 2016 前期～  ～2019 前期 
25 米田 佑 教 Ｍ２ 2016 前期～  ～2019 前期 
26 韓 吉輝 工 Ｍ１ 2018 前期～  
27 水野 彩子 薬 Ｂ４ 2018 前期～  
28 田村 惇 文 Ｍ２ 2018 後期～  
29 市川 サラ 工 Ｍ２ 2019 前期～  
30 大槻 俊介 経 Ｂ４ 2019 前期～  
31 千葉 絵理奈 工 Ｂ４ 2019 前期～  

32 金 弋 工 Ｍ１ 2017 前～後期 
2019 年後期～ 

復帰 

1．センター概要
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33 

ライティ

ング 

玉田 優花子 文 Ｄ３ 2016 前期～ シニア SLA 
34 木村 真理子 文 Ｄ３ 2017 前期～  ～2019 前期 

35 相原 貴次 文 Ｍ２ 2018 前～後期 
2019 年後期～ 

復帰 

36 伊藤 愛莉 教 Ｄ１ 2019 前期～  
37 

日本語 

鏡 耀子 文 Ｍ２ 2018 後期～  
38 工藤 さやか 文 Ｂ４ 2018 後期～  
39 松谷 凌雅 文 Ｂ３ 2019 前期～  
40 金 亮輔 工 Ｂ３ 2019 前期～ ～2019 年前期 
41 高山 翔園 経 Ｂ３ 2019 後期～  
42 

企画 

鈴木 あすみ 文 Ｄ２ 2016 前期～ シニア SLA 
43 鈴木 志保 文 Ｂ４ 2018 前期～  
44 西塚 孝平 教 Ｍ２ 2018 前期～  
45 飯田 司 工 Ｂ３ 2019 前期～  
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学習支援センター（SLA サポート）2019 年度活動報告 （詳細版） 

 

１．2019 年度 SLA サポート事業重点目標とその成果 
 
①対応と企画発信の連動・循環：窓口対応の知見を活かした学習情報・教材の積極的な発信 
→SLA のホームページ「学びのヒント by SLA」や、ポスター、SNS での学習記事発信拡充 
  http://sla.cls.ihe.tohoku.ac.jp/learningtips/ 

②正課教育との連携強化：授業と連携したライティング支援、「レポート指南書ゼミ」出前授業 

 →グローバルゼミ等と連携、出前授業の拡充 
③留学生支援の基盤構築：留学生ライティング支援、日本語会話の発展 

 →日本語会話の拡大実施、留学生の日本語ライティング支援、留学生に対する理系支援の増加 
 
２．2019 年度 SLA サポート体制・利用状況 
 
1）2019 年度 SLA 人数 
 

【前期】SLA 数：43 人（新規 16 人） 
【後期】SLA 数：36 人（新規 1 人） 

 
＜表 1-1-2. 2010～2019 年度 SLA 人数推移＞ 

 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 
前期 21 38 37 36 46 62 50 52 33 43 
後期 30 37 37 37 49 55 55 45 39 36 

（単位：名） 
 
 
2）2019 年度 SLA サポート利用数 
 
【前期】全利用者数：延べ 1,393 人（1 活動日当たり 18.3 人） 
【後期】全利用者数：延べ 1,021 人（1 活動日当たり 13.8 人） 
【年間】全利用者数：延べ 2,414 人（1 活動日当たり 16.1 人） 
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2）理系科目支援：昨年度とは異なる科目ごとの利用傾向 

 

 利用者数：前後期とも、直近の 3 年間では最も多い利用者 
 利用傾向：  
 「解析学」「線形代数学」などの数学関連科目（昨年度増加）の利用者が、さらに増加。 
 「物理学 A・B」「数学物理学演習Ⅰ」の物理関連科目（昨年度大きく減少）の利用が、回復。 
 留学生の利用が増加（後期の「物理学 A」など）。 

 その他：学生が窓口に来なくても利用できるよう、学習情報の発信活動を拡充。 
 昨年度センターHP 内に開設した、「学びのヒント by SLA」に 20 本の記事を掲載。 

Ex.「広義積分」記事：アクセス最多、後期で約 7,400 ビュー。全国からアクセス有。 
 「今月の物理の学習ポイント」「身近にある物理現象の仕組み」「有機化学の理解のポイント」

などを情報発信（ポスター掲示および SNS 配信）。 
 

＜表 1. 2012～2019 年度利用者数等変遷 理系＞ 
 2015 2016 2017 2018 2019 

前期（延べ） 1,545 972 468 441 625 
後期（延べ） 786 762 332 288 386 
合計（延べ） 2,331 1,767 800 729 1,011 
合計（実数） 517 356 240 224 257 
開設コマ数 126 112 68 52 59 

 

 

＜表 2. 2015～2019 年度 科目群別利用者のべ数比較 理系＞             
科目群(授業)名 2015 2016 2017 2018 2019 増減 

物理 553 463 247 138 271 ＋133 
数学 736 666 285 349 436 ＋ 87 
化学 309 181 82 98 112 ＋ 14 
自然科学総合実験 98 82 21 52 45 －  7 
数学物理学演習 619 359 155 90 136 ＋ 46 

 
 
＜表 3. 所属別利用者数（実数）理系＞ 

 2018 2019 増減 
文 0 3 ＋ 3 
教 2 2 ± 0 
法 4 2 － 2 
経 2 3 ＋ 1 
理 50 59 ＋ 9 
医 3 9 ＋ 6 
歯 11 5 － 6 
薬 0 4 ＋ 4 
工 125 155 ＋30 
農 27 15 －12 

 
 
 
 

＜表 4. 学年別利用者数（実数）理系＞ 
 2018 2019 増減 

1 年 175 181 ＋ 6 
2 年 39 65 ＋26 
3 年 5 4 － 1 
4 年 1 4 ＋ 3 

その他 4 2 － 2 
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学習支援センター（SLA サポート）2019 年度活動報告 （詳細版） 
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２．2019 年度 SLA サポート体制・利用状況 
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【前期】SLA 数：43 人（新規 16 人） 
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（単位：名） 
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【前期】全利用者数：延べ 1,393 人（1 活動日当たり 18.3 人） 
【後期】全利用者数：延べ 1,021 人（1 活動日当たり 13.8 人） 
【年間】全利用者数：延べ 2,414 人（1 活動日当たり 16.1 人） 
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 「解析学」「線形代数学」などの数学関連科目（昨年度増加）の利用者が、さらに増加。 
 「物理学 A・B」「数学物理学演習Ⅰ」の物理関連科目（昨年度大きく減少）の利用が、回復。 
 留学生の利用が増加（後期の「物理学 A」など）。 

 その他：学生が窓口に来なくても利用できるよう、学習情報の発信活動を拡充。 
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＜表 5. 2019 年度前・後期別上位 8 授業の利用者のべ数比較（対 2018 年度） 理系＞ 
前

期 授業名 2018 2019 増減  後

期 授業名 2018 2019 増減 

1 数学物理学演習Ⅰ 44 86 ＋42  1 線形代数学 B 28 60 ＋32 
2 解析学 A 75 85 ＋10  2 解析学 B 37 59 ＋23 
3 物理学 A 41 74 ＋33  3 数学物理学演習Ⅱ 48 49 ＋ 1 
4 化学 A 54 64 ＋10  4 物理学 B 14 46 ＋32 
5 物理学 D  28 60 ＋32  5 情報数学 5 30 ＋25 
5 線形代数学 A 26 42 ＋16  6 自然科学総合実験 14 13 － 1 
7 自然科学総合実験 38 32 － 6  7 物理学 A 0 12 ＋12 
8 数理統計学 20 23 ＋ 3  8 電磁気学Ⅰ演習 4 11 ＋ 7 
      10 化学 C 23 9 －14 

 

 

 

3）英会話支援：利用者数は前年度水準 

 

 実施形態 複数人参加型の「英会話カフェ」とマンツーマンの「1on1」 
 新規利用者獲得・利用促進のため、前後期 2 回ずつ「英会話カフェ体験会」を開催。 
 新たに「一人で行える英会話練習の方法」を教える取組を行い、多くの新規利用者が参加。 

 利用傾向 
 昨年度に比べ、前後期とも利用者実数は増加したものの、延べ利用者数は減少。 

 
＜表 6. 2012～2019 年度利用者のべ数変遷 英会話＞ 

 2015 2016 2017 2018 2019 
前期（延べ） 427 312 306 242 232 
後期（延べ） 224 206 180 247 217 
合計（延べ） 651 518 486 489 449 
合計（実数） 150 130 110 73 91 
開設コマ数 46 44 30 18 18 

 
 

＜表 7. 所属別利用者数（実数）英会話＞ 
 2018 2019 増減 

文 17 15 － 2 
教 4 7 ＋ 3 
法 5 5 ± 0 
経 7 9 ＋ 2 
理 10 12 ＋ 2 
医 8 6 － 2 
歯 1 1 ± 0 
薬 1 1 ± 0 
工 16 29 ＋13 
農 4 4 ± 0 

情報 0 1 ＋ 1 
 

  

＜表 8. 学年別利用者数（実数）英会話＞ 
 2018 2019 増減 

1 年 34 36 ＋ 2 
2 年 14 30 ＋16 
3 年 12 6 － 6 
4 年 4 7 ＋ 3 

その他 9 11 ＋ 2 
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4）ライティング支援：窓口利用者の大幅増 

 

 個別対応型支援（窓口型） 
 前期は、複数の授業との連携を行った影響で利用者が大幅増。 
 前後期とも、留学生による日本語チェックを中心とした利用が大幅増（計 81 件）。 

 企画発信型支援（イベント型）「『レポート指南書』入門ゼミ」 
 ライティングセミナー（センター教員が担当）を、2 つの時期に計 15 回開催。参加者は延べ

191 人。昨年度の 1 回 45 分×6 回シリーズから、1 回 90 分×3 回シリーズに変更。 
 中国語圏出身の留学生向けに、中国語解説による日本語ライティングのセミナー（センター教

員が担当、1 回 90 分×2 回シリーズ）を 2 度開催。参加者は延べ 25 人。 
 授業連携型支援：出前授業を実施 
 TGL プログラム「グローバルゼミ」に対して、レポートの書き方についての出前授業 1 コマ

（90 分）を実施（センター教員が担当、前期 4 クラス、後期 2 クラス）。 
 
 

＜表 9. 2015～2019 年度利用者のべ数変遷 ライティング＞ 
A. 個別対応型支援（窓口型）           B. 企画発信型支援（イベント型） 

 2015 2016 2017 2018 2019  2015 2016 2017 2018 2019 
前期（延べ） 54 34 68 31 146  - 40 84 262 202 
後期（延べ） 21 27 35 21 78  17 - 4 - 14 
合計（延べ） 75 61 103 52 224  17 40 88 262 216 
合計（実数） 68 56 70 37 111  - - - - - 
開設コマ数 
／開催回数 

29 21 14 10 12  5 9 47 30 19 

 

 

 

＜表 10. 出前授業に関する教員からのフィードバック ライティング＞ 

 成果 
教員 A）多くの学生が参考文献の表し方等の比較的習得しやすいテクニカルな点から、アウトラインの作り方や

パラグラフライティングの方法などの、より本質的なライティングへの取り組み方まで、多くの学習成果が

あったことがリフレクションシートに書かれ、実際に 2 回目の小レポートにその成果が表れた。 

教員 B）出前授業前後の学生ライティングを比較したところ、ほとんどの学生が「序論・本論・結論」を意識した

構成に改善されていた。複数の学生が出前授業後に学習支援センターを利用したとのことで、学生の

継続的なセンターの利用を期待している。 

教員 C）出前授業導入の顕著な効果はライティングの形式面に現れており、出前授業前と後の担当教員による

ライティングの評価を見比べ、受講学生自身も可視できるような出前授業の効果がありました。 

教員 D）出前授業内では、よくある間違いの例などを示しながら、何が間違いなのかを学生に答えさせていた

が、そのような機会を通じて学生の理解が深まったように感じる。ライティングの中では、特に、フォーマ

ットについてや、パラグラフライティングなどといった基本的な構成で改善されたところが多かったように

感じた。 

 要望 

教員 A）英語でのアカデミックライティングは、日本の研究力を牽引する総合大学としての東北大学において将

来の研究者を育てるために必須の指導項目の一つになりますので、ぜひ貴センターでの実現を将来に

向けてご検討いただければありがたいです。 
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＜表 5. 2019 年度前・後期別上位 8 授業の利用者のべ数比較（対 2018 年度） 理系＞ 
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5) 留学生向け日本語会話支援：週 2 回の企画として定期開催 

 

 実施形態 複数人参加型のカフェ形式による日本語会話支援 
 昨年度から毎週の定期開催としている。今期は日本語会話支援担当の SLA を 2 名から 4 名に

増員し、週 2 回（1 回あたり 60 分）定期開催。 
 各回について「敬語」「季節」「オノマトペ」など緩やかなテーマを設定して、そのテーマを事

前にポスター等で告知。 
 利用傾向 

 昨年度に比べて利用者が大幅に増加。 
 4 分の 3 以上の利用者が、中国または台湾の中国語圏出身者。 
 研究生が 4 割弱を占める。所属学部・研究科は多様。 
 約 4 分の 3 が複数回利用となっており、高いリピーター率となっている。 

 

＜表 11. 2018～2019 年度利用者数等変遷 日本語会話＞ 
 2018 2019 
前期（延べ） 21 99 
後期（延べ） 34 144 
合計（延べ） 55 243 
合計（実数） 20 50 
開催回数 30 57 

 

 

6）学習企画・イベント：学習イベントの拡大・定期実施 

 

 SLA による企画・イベント 
 「SLA 体験 week」：4 月の授業期間の初週（平日）の昼休み～3 講時の時間に、SLA の活動

を知ったり、体験したりする会を開催した。履修相談等に訪れる 1 年生が多かった。 
 「かんがえるソファ」（イベント）：火曜・水曜の 16:30～17:30 を中心に開催（各回 60 分）。

普段「当たり前」だと思っているような何気ないことについて、学生同士で考え対話する企画。

後期は全学教育の授業とも連携して実施。 
 「TUJP×SLA Language Exchange」【新規】：あまり日本人学生と接する機会を持たない短

期留学プログラム TUJP の留学生と、日本人学生の交流を目的とした企画（90 分）。ワークシ

ョップ形式で、日本語・英語のいずれも使ったコミュニケーションの場を設けた。 
 「美術館の楽しみ方、教えます！」（イベント）：宮城県美術館と連携した新企画。全 3 回実

施（各回 120 分）。「美術館に興味はあった最初の一歩を踏み出せなかった人」を主たるター

ゲットに、学芸員のガイドのもと、対話を通して美術鑑賞を行う機会を提供した。 
 「チャレンジボード」（常設型）：SLA ラウンジ内に自由書き込み型の掲示板を設置し、問題を

出し合うなど学生同士の知的交流の場を創出。 
 

＜表 11. 2018～2019 年度 学習イベント利用者数＞ 

企画名 2018 2019 
利用者数 開催回数 利用者数 開催回数 

SLA 体験 week（旧：SLA 雑談会） 18 人 5 回 39 人 3 回 
かんがえるソファ 27 人 12 回 8 人 4 回 

TUJP×SLA Language Exchange － － 42 人 1 回 
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7）学習情報の発信 

 

 学習支援センターホームページ内「学びのヒント」にて、学習ポイントやコラム記事を発信開始 
http://sla.cls.ihe.tohoku.ac.jp/learningtips/ 

 主に 1 年生に向け、「今月の物理の学習ポイント」、「身近にある物理現象のクイズ」、「最近の質

問ピックアップ」、「高校化学と化学 A の結びつき」など、教科の学びに関わる情報を発信。（ポ

スター掲示や SNS 配信）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 センター（教職員）による企画・イベント 

 「学びの転換セミナー」 

‐「アートから学ぶ創造的思考」：講師は山本高之氏（アーティスト）。参加者は学部生・大

学院生・教員を含め、計 32 人。 
 

＜表 12. 2019 年度 学習イベント利用者数＞ 
企画名  実施日数（実施日） 利用者のべ数 

■SLA 企画 
SLA 体験 week  計 3 回（4/8～4/12） 39 人 
かんがえるソファ 前期 計 4 回（4/24～7/10） 10 人 

 後期 計 14 回（10/8～1/24） 122 人 
TUJP×SLA Language Exchange  1 回（8/1） 42 人 

美術館の楽しみ方、教えます！ 計 4 回（10/29～2/6） 35 人 
■センター企画 

学びの転換セミナー「アートから学ぶ創造的

思考」 1 回（2/5） 32 人 

計 273 人 
 

 
『レポート指南書』入門ゼミ（初年次学生向けライティングセミナー）の様子 
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8）利用学生の声：高い満足度を維持 

 

 利用学生アンケート（イベント除く）では、満足度平均 96.7 点（有効回答数 1,152 件） 
 

＜表 13. 利用学生アンケート（一部）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 【理系】自分が⻑時間悩んでも解けなかった問題を短時間で、しかも分かりやすく解説されるのは気持ちが良かったです。/
正直に言うと、SLA に来てだいたい解き方と答えが教えてもらえるだろうし、それを望んでいた（楽をしたかった）という面は
ありましたが、「供に考える」という姿勢がブレずにしっかりしていて、相談して頼りつつ成⻑できたと思う。 

 【英会話】すごく楽しく英語に触れることができました。自分がもっと話せたらもっと楽しくできると思いました︕/英語でたくさん
話すのは久しぶりだったのでとてもいい機会になった。日本語がわかる人もいるのは英語が苦手な自分も安心した。 

 【ライティング】とてもわかりやすく教えてくださったので、実際にレポートを書く際のイメージや構想が練りやすかったです。/目の
前で自分のレポートを⾒てもらうのは初めてだったのでとても緊張しました。とても丁寧に⾒て指摘してもらえたので、勉強に
なることが多かったです。次のレポートも相談したいと思います。 

 【日本語会話】おもしろいけいけんだった。にちじょうあまり話すチャンスがないので、このクラスはべんりです。/パーフェク
ト︕︕︕I think this workshop is very useful. The instructors are very friendly and explain things 
patiently and nicely. :) 

 【企画イベント】 
 [かんがえるソファ] おもしろい意⾒が飛びかい、参加者も積極的参加しておりとても良い場であると感じた。/時間があっと
いう間に過ぎていってしまう（笑）もっと話したかったなという-1。自分の持っていない意⾒を色々聞くことができ、自分の迷
う部分を少し払えたなと感じる。 
 [TUJP×SLA] It was so  nice to talk to the people, I am very happy :) I could also ask lots of 
questions to inprove my japanese! This class could in the future be Held two times maybe! :) あ
りがとうございました︕ 

 【理系】あーだこーだ言いながら解き進めていく自分たちのペースに合わせながら教えてくれた。全く分からないところから理解
することができました︕ありがとうございました。/疑問点をピンポイントで納得できました。残りを自分で出来るように話を残し
てもらえたのも嬉しかったです。 

 【英会話】1on1 は初めてでしたが、本当に楽しく会話できました。英語⼒の向上も少し感じられました︕/独⼒による英会
話のリスニングとスピーキング能⼒向上について、NHK や abc ニュースなど、ユーチューブ以外の手段があるという情報が有
益でした。本来であれば自分で調べて実践すれば良いのですが、これをきっかけに初めて SLA に参加し、その価値に気づき
ました。英語以外の教科についても、何か疑問がある時には SLA に伺ってみるのも良いのでは無いかというマインドになりま
した。 

 【ライティング】とてもていねいに教えていただき、自分でも分からないところがわかるようになった。次もまた来たいと思えるよう
な対応であった。/自分で書いた文章を客観的に⾒てもらうことで、自分では気がつかないミスにも気づくことができた。また
一本の筋が通ったレポートを書くための手助けも受けた。 

 【留学⽣向け日本語会話】日付けの言い方を勉強しました。本当に助けた︕︕ありがとうございます︕/SLA のみんなはと
てもしんせつで、いろいろな日本語の問題をせつめいしてくれました。知らなかった言葉もいっぱい勉強しました。とてもたのし
かったです︕ 

 【企画イベント】 
[美術館] 美術館では解説を先に読みがちだったが、今回の企画の中で第一印象から興味を持って調べてみるのも面

白いんだなと感じた。/皆さんの好きな作品と自分のと全然違って、それらの理由を聞くのが楽しかったです! 学年が上がっ
ていくと、他学部の人との関わりも減ったので、こういうイベントすごくいい経験だと思っていました。また、学芸員の方かな、と
ＳＬＡの方に親切に説明して頂いたので嬉しかったです。 
 [かんがえるソファ] 「忙しい」について考えをすごく深められた感じがしました。/ばく然としたテーマでやはり難しかった。1 人
で考えるのは好きだが他の人の意⾒を聞くのも面白いなと思った。 
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３．部会活動報告 
 
 
 
■各部会の活動概要 
①物理部会 

窓口対応では、利用者の特性に応じた対応を工夫することができた。留学生の利用が少しずつ増

えてきたのは望ましいが、SLA 側が英語でのコミュニケーションに十分に対応できない場合もあり、

文化的背景の違いも含めて、相互理解が難しい面があった。情報発信については、Twitter、ホワイ

トボード、ポスターなど様々な媒体で積極的に発信することができた。 

②数学部会 

SLA サポート事業における窓口対応の質の改善と、対応外での情報発信活動の 2 つに注力した。成

果として、ビデオリフレクションを効果的に活用できた点や、新しい企画・実施に挑戦する事がで

きた。課題としては、まだ利用者が少数に留まっているため、利用促進について今後検討していく

必要がある。 

③化学部会 

学習情報をコンパクトに、かつ分かりやすく発信するため、Twitter やポスター掲示などの手段で

工夫を凝らすことができた。また、これまでにない企画にもとり組んだが、参加者が限定的だった

のは課題である。また、今期は部会内のコミュニケーションの重要性を実感する面も大きく、LINE

等を活用する等、改善を図ることができた。 

④ライティング部会 

2019 年度は授業連携により、ライティング窓口の利用者が急増すると共に、留学生の利用も徐々

に増えてきた。利用者の増加により、経験値が蓄積した反面、SLA 内で十分にピアレビューをしたり、

情報発信を含む部会活動の時間を確保できなかった点は課題であった。 

⑤英語部会 

英会話カフェを安定的に運営すると同時に、新しいアクティビティの開発に意欲的に取り組むこ

とができた。また、英会話 SLA 独自の Twitter アカウントを作成し、発信力を強化した。一方で、

Twitter をどう活用していくかは課題として残った。また、ピアレビューを十分に実施できなかっ

た。 

⑥企画部会（日本語担当） 

SLA の体制を拡充し、これまでの試行錯誤の実践から、留学生を対象とした日本語学習支援の基盤

を構築することができた。日本語会話カフェの定期開催を実現できた。今後は 1 回あたりの準備に

要する時間を短縮化し、より多くの時間を直接、留学生とのセッションの時間に割くことができる

よう、運営を工夫していくことが課題である。 

⑦企画部会（企画担当） 

前年度までで「かんがえるソファ」などのイベントの定期開催ができる体制を整えることができ

たが、哲学カフェとしての対話の質について十分に深められていなかった。そこで 2019 年度は、対

話の場としてのさらなる質の向上を目指して、運営や実施の内容の見直しを図った。SLA のファシリ

テーション力の向上と共に、ブログ更新等の情報発信にも注力できた。 

 
  

Summary 
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３．部会活動報告 
 
 
 
■各部会の活動概要 
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１ 物理部会  

物理部会活動報告 

理学研究科物理学専攻 博士課程前期 1 年 

SLA 物理担当（2019 年度物理部会 部会長） 赤池 瑞生 
 

１．はじめに  
 今年度の物理部会は、前期 11 人（学部生 4 人、修士生 4 人、博士生 3 人）、後期は 8 人（学部生 4
人、修士生 2 人、博士生 2 人）の体制で活動を行った。部会全体としての活動では、メンバーの入

れ替わりもあったため、学生への発信活動のうち作業が重いものを抑えて、今までのやり方の見直

しと新しいやり方の模索を行った。窓口対応では、昨年度と比較して実験レポートの対応が減少し

た代わりに、今まで少なかった留学生からの質問が増えたと感じる一年だった。 

 
２．部会活動概要  

窓口対応を除いて、特記すべき活動は主に 3 つある。(1)1 年生向けの授業の進度にマッチした発

信、(2)ツイッターを用いた物理部会自体の広報、(3)SLA の活動の新たな方向を探索するためのイベ

ントの試行 この３つについて具体的な内容を以下にまとめる。 
(1) 1 年生向けの授業とマッチした発信 

この活動の狙いは高校での勉強から大学への学びへとシフトしていく 1 年生に、具体的な物理の

学習法とともに、大学での学習法をアドバイスすることである。具体的な活動としては、重要な学

習ポイントをまとめたポスターを作成・掲示する、ホワイトボードを使って質問が多い問題の解法

を説明するということを行った。これら二つの発信に共通して、1 年生にとって実用的・具体的なポ

イントに絞って載せるという点に強くこだわった。ポスターについては昨年度の物をベースに内容

を再検討して編集することが主な作業であり、スパンとしてはひと月に一枚発信するペースでポス

ターを掲示することができた。ホワイトボードに問題の解法を示す活動は基本的に週替わりで更新

担当の曜日を決めて、各曜日のメンバーの中で問題の検討・発表を行った。ポスターを作る活動と

比べて、具体的な一題を取り上げるだけで済むこの活動は運営面では大きなトラブルなく進めるこ

とができた。そのため、窓口対応の妨げにもならない、バランスの取れた活動であったように感じ

る。 
 

(2) ツイッターを用いた物理部会自体の広報 
 この活動は物理部会及び SLA の活動自体を広報することが狙いである。学生に興味を持ってもら

うきっかけを作るために、身近で、アッと驚くような物理の問題を SLA アカウントから発信した。

具体的な作業としては、それぞれのメンバーが物理に関連したテーマを提案し、その中から発信し

やすい内容、面白い内容について交代式の担当メンバーが中心となって問題形式にして絵をつけて

発信するという活動を行った。この活動はメンバー個人の発想力に依存するところが大きく、スム

ーズに発信までたどり着けるかどうかの個人差が大きいというものが課題になった。これは来年度

に向けた課題になる。 
 
(3) SLA の活動の新たな方向を探索するためのイベントの試行 

現在、SLA の活動は質問対応をベースに勉学についてのセーフティネット的な役目をこなすこと

が中心となっている。これを拡張させて、通常窓口を訪れない成績上位層をターゲットとした活動

へと幅を広げる可能性を模索する、ということがこの活動のメインテーマであった。具体的なイベ

ント内容としては、ハイレベルなテーマを事前に発表し、それについての題材を自由に持ち寄って

SLA メンバーを含めた他学生と議論する場を提供するイベントを目指した。イベント運営メンバー
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の中で検討した結果以下の流れのイベントにすることになった。まず、事前問題を配布してテーマ

の事前知識を持ってイベントに来てもらう。加えて、学生に自由に議論する問題を持ち寄ってもら

うことを目指した。そして、イベント内で SLA が用意した問題も含めて、題材を決定し、時間内で

可能な限り議論を深めることにした。しかし、イベント内容を具体化することが難しく、適度なレ

ベルの題材を見つけることが難しかったこともあり、イベント自体はほとんど参加者がゼロの結果

となった。今後の課題としては、イベント内容を具体的にしつつ議論を深める場をどう作るかとい

う点が課題である。これは来年度以降の SLA 全体の課題でもある。 
 
３．定例ミーティング記録  

 一年を通してミーティングでは、主に各発信内容やその方向性の議論を行った。 
■第 1 回（4 月）昨年度までの方向性の確認と具体的な作業方針の共有 
■第 2 回（6 月）発信ネタとその進捗の共有 

ホワイトボードを使って問題の例示をする活動の提  案・検討 
■第 3 回（7 月）発信ネタの共有。ビデオリフレクション 

（複数対応、一般的な対応の振り返りと共有） 
■第 4 回（8 月）直近の窓口対応の傾向の共有 

前期の部会活動の振り返りと、後期への課題共有。企画イベントの提案・検討 
■第 5 回（10 月）後期の発信活動の方針と具体的なテーマの共有 

情報共有のための Slack の導入についての提案 
■第 6 回（11 月）発信活動の進捗共有。Slack による情報共有の仕方の再確認 

企画イベントの課題と今後の議論 
■第 7 回（12 月）留学生対応が増えてきたため、対応時のポイントの共有 

企画イベントの総括。歳差運動の事例検討 
■第 8 回（2 月）今年度、前期後期を通しての課題・成果の共有 

ともそだち本の物理部会のページの編集についての方向性の確認 
 
４、成果と課題 

今年度の部会活動では新しいことへの挑戦が多かった分、課題も多く見つかった一年であった。

特に大きな課題は、発信活動時のマネジメントである。今年度はいくつかの発信活動を行ったが、

それに共通して発生した問題は安定して発信内容を作ることであった。というのも、ポスターの作

成などの手を動かす作業は不規則に発生する窓口対応の合間を縫って進めないといけないものであ

り、最低限のクオリティーを担保したうえでコンスタントに作業を進めるのは非常に困難であった。

この不安定性を乗り越えるために、どうしてもシフトの曜日などに応じて、個人の作業重量に差を

つけざるを得なかった。作業をできるだけ均質に振りながらも、進捗を安定させるマネジメントの

探索が来年度への課題である。 
 今年度のメンバー一人一人の成果としては、個々人で窓口対応の方法を身に着けようという気概

を高く保てたことがある。ミーティングなどで部会全体として対応方法を深める機会は少なかった

ものの、窓口にて問題が生じたケースはほとんどなかった。これは物理部会という枠にとらわれず

に、メンバーが対応方法を深める姿勢を保っていたために他ならないだろう。 
 部会全体としての成果は、幅広い手段による発信活動を行うことができたことである。これは課

題と表裏一体でもあるが、ポスター・ホワイトボード・ツイッターによる発信活動を通して、それぞ

れの方法の功罪を実際に確認することができた。これらの活動の影響力については来年度中に評価

することが必要であるが、なにかしらポジティブな効果を生んでいるはずである。以上が今年度の

物理部会活動を振り返っての課題と成果である。 
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２ 数学部会  

数学部会活動報告 

理学研究科数学専攻 博士課程後期 1 年 
SLA 数学担当（2018 年度数学部会 部会長） 浅野 喜敬 

理学研究科数学専攻 博士課程前期 2 年 
SLA 数学担当 森 祥仁 

１．はじめに 
 今年度は計８名で活動を行った。数学部会構成員の内訳は以下の通りである：博士３名、修士２

名、学部生３名（博士１名、学部生２名が新加入）。専門の内訳は幾何学２名、代数学２名、解析学

３名、自然言語処理１名であり、各分野がバランスよく揃い、応用分野にも対応できる年度であっ

た。 
 
２．部会活動概要 
 今年度の数学部会は「対応の見直し、Tips の利用、数学の情報発信」を目標として活動した。以

下、前期・後期に分けて概要を報告する。 
(1) 前期の活動 
 前期の部会活動において特筆すべき活動としてビデオリフレクションがある。ビデオリフレクシ

ョンとは、SLA の対応を録画し反省・改善を促す活動である。具体的な活動内容は、普段の対応時

の様子をビデオで撮影し、次の観点を重視して対応を振り返るというものである。 
・オープニング（利用学生との対面・挨拶等のコミュニケーション・学生の対応に使える時間の確

認） 
・コンサル（質問内容の聞き取り及び学生の分からない点の把握） 
・対応時の SLA の様子（対応時、学生への配慮は適切であったか） 
・クロージング（対応のまとめ・対応終了時の円満なコミュニケーションは達成されていたか） 
今年度は録画した全映像のうち、重要だと思われる部分を定例ミーティングで共有し、議論した。

その結果、良い対応は数学 SLA 全員に共有され、悪い対応についても全員で議論し改善できた。こ

の中で挙げられたよい対応の 1 つに、「SLA がほとんど発話・誘導することなく学生自身が疑問を解

消することができた」対応がある。このような事例は SLA が目指す対応の 1 つであり、共有された

ことは数学部会において非常に意義があると考えられる。 
(2) 後期の活動 
 特筆すべき活動として以下の２点が挙げられる： 

1. HP に掲載するための記事の作成、 
2. 学部１、２年生に挑戦してもらいたい問題の作成・発信。 

以下、順を追って概要を述べる。 
1．SLA の HP に「学びのヒント」というページがある。学びのヒントは新入生が躓きやすい話題

を SLA が対応経験を活かしてわかりやすく解説するという趣旨のもと運営されている。様々な分

野の話題が解説されているが、特に数学に話題を絞ると７０００件以上のアクセスがある。そこで、

学びのヒントに新たな話題を追加することは新入生の学びの貢献に有用であると考えた。具体的に

は微積分学や線形代数学のうち、初学者が躓きやすいポイントをいくつかピックアップし、記事を

作成した。作成の際には、これまで SLA が数年間の対応で蓄積された対応のコツ集である Tips を
参考にした。Tips は SLA が持つ知見の継承を目的として作られたものであったが、今年度には広報・

発信活動にも用いられ、SLA の対応をよりよくする以外の用途でも活用できることが分かった。 
2．数学部会 SLA は窓口対応が主な活動である。これは質問に来た学生に対して SLA が答えるとい

う受動的な対応であり、学生の能動性に期待せざるを得ないものである。また、「数学を専門にして
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はいないが、数学の問題を考えるのが好きだ」という学生はあまり SLA を利用しない傾向にある。 
 このような事情から「SLA からの挑戦状」という活動を開始した。これは様々なバックグラウン

ドの学生に積極的な学びを促すことを目的としている。具体的な内容は、SLA による自作問題を掲

示し、解答を窓口に提出してもらい添削・コメントをして返却するというものである。問題は難易

度別に SLA ラウンジに掲載されており、どの段階の学習者であっても利用できるように配慮を試

みている。 
 
３．定例ミーティング記録 

 今年度は前期 3 回、後期 3 回の計 6 回、定例ミーティングを開催した。前半に情報共有・事例検

討を行い、後半にビデオリフレクション・発信素材の検討を行った。各回の詳細は以下の通りであ

る。 

 第１回（４月１０日） 各メンバーの自己紹介を行い、今後の定例ミーティングの準備の方法、

およびミーティングの進め方について確認した。また、次回ミーティングのビデオリフレクシ

ョンに備えて各自の対応を録画しておくことが決定した。 

 第２回（６月 3 日） 前半は情報共有、後半はビデオリフレクションを行った。各 SLA の対応

を全員で振り返ることで良い対応のために必要なものは何かという話題の議論を行った。 

 第３回（７月２２日） 前半は情報共有と事例検討、後半はビデオリフレクションを行い、最後

に前期の活動について総括した。前期は窓口対応に追われて発信活動が出来なかったことが指

摘された。 

 第４回（１０月１６日） 後期最初の定例ミーティング。前半は夏休み中の活動を共有し、後半

で発信素材の検討をした。夏休み中の活動として HP に掲載予定の記事作成が報告され、発信

素材として SLA からの挑戦状が提案された。 

 第５回（１１月１８日） 前半は情報共有・対応検討、後半は SLA からの挑戦状作成の詳細に

関する議論および問題作成の進捗報告に充てられた。現在の挑戦状のシステムが決定した。 

 第６回（１月１７日） 前半は情報共有・対応検討、後半は発信素材作成の進捗報告および「と

もそだち本」に掲載する記事の内容・作成者に関する議論に充てられた。ともそだち本の記事

の内容・作成者を決定した。 

 

４．成果と課題 

 今年度は SLA の対応改善と発信活動を主目的として活動した。その成果として 

1. ビデオリフレクションの改善、 

2. HP に掲載するための記事作成、 

3. 数学部会からの挑戦状 

が挙げられる。 

数学部会全体で、録画した対応映像を振り返ることで本人が気づきにくい長所・短所を議論する

ことが出来た。結果として数学部会の窓口対応を改善できた。 

 また記事作成・自作問題の出題によって、学習環境・意欲の向上を積極的に促す土壌を作り上げ

た。学習者への積極的な情報発信は（数学部会内では）目立った前例のない活動であり特筆するに

価する。 

 残された課題として、SLA からの挑戦状の周知がある。SLA からの挑戦状は後期から始めた活動

ということもあり、解答者が少ない（現在 4 名程度）。来期は SLA からの挑戦状を積極的に周知す

ることで、SLA の利用を学習者に促すことが重要であると考えている。 
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２ 数学部会  

数学部会活動報告 

理学研究科数学専攻 博士課程後期 1 年 
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部
会
活
動
報
告

3

28



29 
 

 

 
 

30 
 

 

 

 

29



29 
 

 

 
 

30 
 

 

 

 

部
会
活
動
報
告

3

30



31 
 

 
 
 
 
 

32 
 

 

 

31



31 
 

 
 
 
 
 

32 
 

 

 

部
会
活
動
報
告

3

32



33 
 

３ 化学部会  
 

 

34 
 

 
 

33



33 
 

３ 化学部会  
 

 

34 
 

 
 

部
会
活
動
報
告

3

34



35 
 

 

36 
 

 
 

35



35 
 

 

36 
 

 
 

部
会
活
動
報
告

3

36



37 
 

４ ライティング部会   
 

 

38 
 

 

 

37



37 
 

４ ライティング部会   
 

 

38 
 

 

 

部
会
活
動
報
告

3

38



39 
 

５ 英語部会   

英語部会活動報告 

薬学部 4 年 

SLA 英語担当（2019 年度英語部会 部会長） 水野 彩子 
 

１．はじめに 
今年度の SLA 英語部会は、博士課程前期に所属するメンバーが 2 名、学部学生が 5 名というメ

ンバー構成で始まった。なお、そのうち留学生が 1 名、日本人学生が 6 名であった。後期からはメ

ンバーが 1 名加わり、博士課程前期の学生が 3 名、学部学生が 5 名というメンバー構成となった。

なお、そのうち留学生が 2 名、日本人学生が 6 名であった。 
 今年度の英語部会では、Slack での連絡の開始や英語部会 Twitter の作成等、新しいシステムの導

入が活発に行われた。 
 

２．部会活動概要 

今年度の SLA 英会話利用者は例年に比べ、1 年生が少ない傾向が見られた。そのため英語部会と

しても新規獲得に焦点をあてた活動が多い一年間であった。 
 

(1) Twitter を使った発信 
今まで英語部会は構内に張り出すチラシや学務情報システムでの発信が主であった。しかし、よ

り日常的に発信ができるという点から英語部会で Twitter アカウント作成し、発信を始めた。課題と

しては、発信が不定期であることや、Twitter 管理担当の SLA がいないことが挙げられた。今後はセ

メスターの最初に全 SLA から発信するコンテンツを予め集めておき、それを担当 SLA が定期的に

発信していくといった工夫が必要であると考えられる。 
 

(2) 利用者ニーズの分析 
利用者アンケートの電子化を行い、アンケート実施後に SLA も蓄積されたデータが見やすいよう

にした。また例年と比べて英検や TOEIC 等資格試験の勉強をきっかけとして SLA を利用する学生

が目立ったため、「英語の勉強法」を学ぶ曜日を設定し通常の英会話以外の入り口を設け、より多様

なニーズを持った学生が利用するきっかけを作った。 
 

(3) 新規利用者向けイベントの実施 
通常はセメスターの最初にのみ実施する英会話体験イベントを多く行った。また、実施場所も M

棟のみではなく屋外でも行い、新規獲得に力を入れた。またイベント実施の告知を学務情報システ

ムで行うことが有効であることがわかったため、今後も利用するべきだと考えられる。 
 
３．定例ミーティング記録 

今年度の定例ミーティングでは例年通り、各曜日の状況や日々の対応の中で気になった事を共有す

る「情報共有」、議論したいことや共有しておきたいことをあらかじめ設定しておき、その項目につ

いて時間をとって話し合う「事例検討」の 2 軸を中心に行った。 
 
■第 1 回（4 月） 
 第 1 回目の部会ミーティングでは、活動の概要説明および部会長の決定を行った。新規 SLA が

比較的多かったため、活動のイメージを作ることが中心となった。 
■第 2 回（6 月） 
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 第 2 回部会ミーティングでは、「情報共有」が行われた後、特に「アンケートと活動記録書類の電

子化」「英会話体験会の実施」「Slack の利用」について話し合った。今年度は 5 月中旬から新規利用

者が少なくリピーターが多い傾向にあったため、新規獲得のため 6 月末に体験会を実施することを

決定した。 
■第 3 回（7 月） 
 第 3 回部会ミーティングでは、主に「Slack の利用について」「カフェの運営」について話し合っ

た。カフェの運営では過去の tips やピアレビューシートの確認をし、ファイルで保存されているデ

ィスカッションの話題のレベル分けや話題選びの注意点について議論した。 
■第 4 回（8 月） 
 第 4 回部会ミーティングでは、「ピアレビュー」「利用学生の傾向、ニーズ」「部会活動の振り返り」

「夏休みおよび来期の活動予定案」について話し合った。学生の傾向としては中〜上級のリピータ

ーが多く、新規が比較的少なかった。また書類の電子化はかなり進められた。 
■第 5 回（10 月） 
 第 5 回部会ミーティングでは「夏休み中に行った活動」「前期の課題」「後期行う活動」について

話し合った。前期の課題としては「リピーターとの 1on1 での話題選び」が挙げられ、対策としては

毎対応前にヒアリングシートを確認することが提案された。後期行うこととしては、①毎シフト前

の Twitter での発信、②新規利用者獲得のための SLA 体験 week 実施、③ピアレビューが挙げられた。 
■第 6 回（11 月） 
 第 6 回部会ミーティングでは「対応に関する情報共有」を主に行った。各曜日の SLA がそれぞれ

何を行っているか、対応で困っていることと改善策を議論した。また、日本語会話に参加したメン

バーから、アイスブレイクとクロージングの重要性の提案があった。 
■第 7 回（1 月） 
 第 7 回部会ミーティングでは利用者の減少について議論された。テスト期間で利用者が少ないた

め、試験勉強をメインとしたイベントを行う案が出た。 
■第 8 回（2 月） 
 第 8 回部会ミーティングではイベントの振り返りと今期のまとめを行った。イベントは参加者が

少なかったが、学務情報システムを見て参加した学生が多いことがわかった。 
 
４、成果と課題 
 今年度は、英語部会 twitter アカウントの開設や新規獲得のためのイベント開催、英語の勉強法を

学ぶ曜日を作る等新しい取り組みが多くなされた年であった。しかしただ新しいことを始めただけ

ではなく、活動記録の書式の見直しのように、過去に SLA が蓄積してきたものを改善しながら活用

することができた。一方で今年度の課題としては、開設した twitter への投稿が不定期になっている

ことや、曜日ごとのアクティビティの共有ができていないこと、ピアレビューがほとんどできなか

ったことなど、シフト間の連携が取れていないことが挙がった。また、一年を通してイベントを多

く打ち出したにも関わらず、新規利用者が少ない印象があった。来期は twitter に関しては発信内容

を予め決めておき、定期的に発信していく形式にする、部会ミーティングでアクティビティの実演

による共有を行う、参加者が多いと考えられるイベント時にピアレビューを行うなどして、英語部

会全体としての活動を増やしていくことを目標としたい。来年度も新しいアイデアを積極的に取り

入れ、対応に活かしていけるような工夫をしたい。 
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５ 英語部会   

英語部会活動報告 

薬学部 4 年 

SLA 英語担当（2019 年度英語部会 部会長） 水野 彩子 
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６ 企画部会（日本語担当）   
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７ 企画部会（企画担当）   
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5．ＳＬＡの採用と育成・研修実績報告 

 
 

 
 

■SLA 採用 

2019 年度は、前期 43 名、後期 36 名の体制で活動を行った。そのうち新規採用は、前期採用 16
名、後期採用 1 名であった。 

 
■活動説明会・リフレクション会・活動報告会 

活動説明会（前期・後期）では、今年度の重点目標として「１．対応と企画発信の連動・循環」

「２．正課との連携強化」「３．留学生支援の基盤構築」の 3 つを挙げた。第 1 の点は、SLA サポー

トで受け入れられる学生数には限りがあるため、窓口に来なくても利用できる学習支援の機会を拡

充すると共に、窓口の利用促進をねらいとしたものである。第 2 は、近年重点化してきている留学

生の学習支援を引き続き拡充していくという方針である。以上の方針を各セメスターの活動説明会

にて全 SLA に共有し、リフレクション会や活動報告会では、先だって各部会でのふりかえりを行っ

た上で、各重点目標に沿いながら活動の全体的なふりかえりを実施した。 
 

■夏期研修 

夏期研修は、①前期セメスターの活動の振り返り、②大学教育、学習支援に関する知識習得、③セ

ンター内部での交流と課題等の共有を目指し、SLA 全体のチーム力を高めることを目的としている。

2019 年度は、「対応の“+α”を考えよう！」というテーマで実施した。参加者は 28 名（参加率 78%）

と、例年と比べても高い参加率とあった。 
 
■北海道大学との合同研修の実施 

2019 年度は、2 月に、北海道大学ラーニングサポート室の教職員及び TA 学生 6 名の皆さんに本

学に来ていただき、合同研修会を開催した。SLA からは 5 名の学生（担当：数学、物理、英会話、

企画）が参加した。 
 
■学びの転換セミナー 

 近年，アートの視点や文化の学びを，研究・教育やビジネスにつなげていくことの重要性・有効性

が各所で叫ばれている。その一方で，アートとはそもそもどういうものであり，私たちはアートを

通して何を学ぶことができるのかということについて，未だ共通の見解はないように思われる。 
そこで、芸術文化に関わる研究を行ってきた当センター所属の 2 教員に加え，これまで「教育」

の問題をテーマにした作品制作を行い，国際的に活躍している現代美術家・山本高之氏をゲストに

招き，アートを通じた学びについて考えるセミナーを開催した。 
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１ SLA の採用・育成  

 
（１）採用の概要 

SLA の採用募集は、一般公募の形で行っている。SLA からの推薦・紹介での応募もあるが、採用

までの流れは一律であり、近年はセメスター末（前期 7~8 月、後期 1~2 月）を基本の募集・採用期

間としている。 
募集から採用の流れは、次の通りである。 
①募集説明会： 
SLA の活動に興味を持った学生に向けて、まず 30 分程  

度の「説明会」を開催する。SLA の活動の様子を知ってもら

い、希望と実態のミスマッチを防ぐ目的である。 
②正式応募（一次書類審査）： 
説明会後、正式応募する意思のある学生には、エントリーシ

ートと一緒に、一次審査課題を提出してもらう。 
③面接・試験： 
学生に対して、個別に「面接＋試験」を実施する。「面接」

は約 30 分の所要時間で、a)志望動機、b)支援（教育）観、c)学
習観、d)人柄や能力に関する幅広い質問を行う。その後、約 1
時間の所要時間で「試験」を実施する。「試験」は、理系・ラ

イティング・英語によって形態が異なるが、筆記試験は一部で

あり、口頭試験を多く取り入れている。 
 
（２）育成の概要 

育成活動は OJT を中心としながら、Off-JT も組み合わせる形で整備を進めている。現状の全体像

は下図に示す通り、個人・集団（グループ）・全体の単位と短期的・中期的・長期的スパンでの研修

活動を組み合わせる形で、SLA 育成に関わる活動を組織している。 
全体を通して、「振り返り」「学び合い」をキーワードとしながら、SLA 同士が自律的に学び合う

持続可能な組織運営と学習支援の質保証・維持向上を図る体制を構築している。 

 
＜SLA 育成に関する取り組み全体図＞ 

 
 

公募 推薦・紹介 

説明会（30 分） 

（正式応募） 

面接・試験（90 分） 

＜図 1-2. SLA 採用までの流れ＞ 

結果通知（1 週間程度） 

4．SLAの採用と育成・研修実績報告
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１ SLA の採用・育成  

 
（１）採用の概要 

SLA の採用募集は、一般公募の形で行っている。SLA からの推薦・紹介での応募もあるが、採用
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学生に対して、個別に「面接＋試験」を実施する。「面接」
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習観、d)人柄や能力に関する幅広い質問を行う。その後、約 1
時間の所要時間で「試験」を実施する。「試験」は、理系・ラ

イティング・英語によって形態が異なるが、筆記試験は一部で

あり、口頭試験を多く取り入れている。 
 
（２）育成の概要 

育成活動は OJT を中心としながら、Off-JT も組み合わせる形で整備を進めている。現状の全体像

は下図に示す通り、個人・集団（グループ）・全体の単位と短期的・中期的・長期的スパンでの研修

活動を組み合わせる形で、SLA 育成に関わる活動を組織している。 
全体を通して、「振り返り」「学び合い」をキーワードとしながら、SLA 同士が自律的に学び合う

持続可能な組織運営と学習支援の質保証・維持向上を図る体制を構築している。 

 
＜SLA 育成に関する取り組み全体図＞ 
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（正式応募） 

面接・試験（90 分） 

＜図 1-2. SLA 採用までの流れ＞ 
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SLA 育成の取り組み概要は以下の通りである。 
 初任者研修会：学習支援に関する基礎的な知識・スキルを学ぶ「初任者講習」（約 1 時間半）

を活動開始前～初期の時期に実施。 
 初任者向け OJT 研修：OJT としては①他者（主にメンター）の対応の観察記録、②自身の対

応のビデオリフレクション、③自身の対応について他者（主にメンター）からコメントをもら

うという 3 課題を、新規採用時の 1 セメスターをかけて実施。 
 メンター制：世話役の先輩 SLA がメンターとなって新規メンバーのフォロー・育成を行う体

制。 
 シニア SLA：SLA 内の自律的成長を促進するため、主に後輩 SLA の育成や SLA 活動改善に寄

与する役割を担う先輩 SLA。 
 始礼：週の初めの勤務時に、前週の情報共有・連絡伝達を行う。 
 対応記録作成・報告：学生対応ごとに記録を作成し、自分自身の活動をふり返るとともに、セ

ンタースタッフや他のメンバーと情報を共有するための資料とする。 
 ブリーフミーティング：その日の活動終了後、同じシフトのメンバー全員で行い、その日の活

動の成果や反省点を共有する。チームワークを高める機会でもある。 
 部会：SLA の担当科目（物理、数学、化学、英語、ライティング、企画）毎の集まり。①SLA

の情報共有、②科目ごとの対応スキルの向上、③SLA 全体のチーム力の強化（情報共有促進

を含む）を主目的とし、定例ミーティングでは情報共有と勉強会を行っている。 
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２  活動説明会・リフレクション会・活動報告会 
  

全 SLA を対象として、セメスターの開始時に「活動説明会」を、終了時に「リフレクション会」

や「活動報告会」を開催している。「活動説明会」は当該年度もしくは当該セメスターの目標を共有

することを主目的に、「リフレクション会」と「活動報告会」は当該セメスターの活動を振り返り次

期活動に繋げることを主目的に行っている。どの会でも基本的にはリフレクションペーパーの記入

を求めており、また欠席者にはビデオ視聴等により内容把握・情報共有を要請している。 
 
(1) 前期活動説明会 

2019 年 4 月 2 日（火）16:00～17:30 に開催。出席 23 名、欠席 7 名。 
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２  活動説明会・リフレクション会・活動報告会 
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(2) 前期全体リフレクション会 
2019 年 8 月 9 日（木）16:00～17:30 に開催。出席 21 名、欠席 11 名。 
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(2) 前期全体リフレクション会 
2019 年 8 月 9 日（木）16:00～17:30 に開催。出席 21 名、欠席 11 名。 
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(3) 後期活動説明会 
2019 年 9 月 27 日（木）16:00～17:30 に開催。出席 21 名、欠席 15 名。 
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(3) 後期活動説明会 
2019 年 9 月 27 日（木）16:00～17:30 に開催。出席 21 名、欠席 15 名。 
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(4) 後期活動報告会 
2020 年 2 月 20 日（木）16:00～18:00 に開催。出席 26 名、欠席 13 名。 
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(4) 後期活動報告会 
2020 年 2 月 20 日（木）16:00～18:00 に開催。出席 26 名、欠席 13 名。 
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３ 夏期研修 
 
（１）目的と概要 

夏期研修は、①前期セメスターの活動の振り返りを通して今後の活動に活かせる知見を得ること、

②大学教育、学習支援に関する知識やそれらの今日的課題についての知識を得ること、③SLA 同士

やスタッフとの交流を深めると共に、センターの抱える課題や方向性を皆で共有し、SLA 全体のチ

ーム力を高めることを目的としている。 
2019 年度は、センター員の縣が担当し、9 月 30 日（月）10:30～16:00 に、「対応の“+α”を考え

よう！」というテーマで実施した。なお、16:30 からは後期活動説明会を同日開催している。 
夏期研修の参加者は、28 名（うち、午前のみ参加 3 名、午後のみ参加 1 名）であった。後期の SLA

全体の人数が 36 名であることを考慮すると、参加率は 78%と、例年と比べても高い参加率であっ

たと言える。 
 

＜2019 年度夏期研修プログラム構成および参加者構成＞ 

内容 

10:30～12:30  1) アイスブレイク 
        2) SLA ができる／すべき支援とは？ 

3) より深い支援のために 
13:30～16:00  4) 利用者の傾向の分析 

5) 対応の“＋α”を考えよう 

参加者 

28 名（うち 4 名は午前・午後いずれかのみ参加） 
＜参加 SLA28 名の構成＞ 
・活動歴：半年未満…12 名、半年～1 年…7 名、1～2 年…6 名、2~5 年

…3 名 
・担当：物理…7 名、数学…8 名、化学…2 名、英語…5 名、ライティン

グ…1 名、企画…5 名 

 
（２）2019 年度夏期研修のコンセプト 

SLA の日々の対応業務では、ただ利用学生の目的（テスト前の対策など）を満足させるだけでな

く、自律した学習者へと導くような支援が重要となる。そこで 2019 年度の夏期研修では、「対応の

“+α”を考えよう！」というテーマを設定し、SLA に「SLA ができる／すべき支援」を考えさせた

上で、そのようなより深い支援をどのようにすれば達成できるかを検討した。 
 
（３）各プログラム内容詳細 
＜午前の部＞ 
1) アイスブレイク 
 午前中は、これまであまり深く関わったことのない、異なる部会に属する SLA 同士でグループを

構成した。そのため、最初にグループ間のコミュニケーション、および、参加者全体の関係性をほぐ

す目的で、アイスブレイクとして 2 種類のワークを行った。 
 
2) SLA ができる／すべき支援とは？ 

SLA が行うべき支援は、テスト対策や特定の概念の理解など、利用者の利用目的を満たすことそ

のものではなく、より長期的な視座に立って、自律的な学習を促すような働きかけを行っていく必

要である。このことを確認した上で、それでは SLA としてどのような支援ができるか、あるいはす

べきかを、ワークショップ形式で検討させた。 
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まずは SLA 個人に考えさせた後、異なる部会に所属するグループで共有・整理を促した上で、グ

ループごとに発表してもらった。 
 
3) より深い支援のために。 
 2)のワークにより、「自律した学習者を促す」という目的を確認した上で、ここではその具体的な

方法として、特に「学びのモチベーション」「より深い理解」「学習方略の獲得」という 3 側面を取

り上げた。上記 3 点について、教育心理学的な知見を紹介した上で、SLA の活動の中で具体的にど

のような方法でそれらの支援を行っているかを、議論させた。 
 
＜午後の部＞ 
4) 利用者の傾向の分析 
 午後は、基本的には部会単位でグループ分けを行い、「物理・化学」「数学」「英語・日本語」それ

ぞれ 2 グループずつによる構成でワークを行った。それにより、午前中に部会間で広く意見交換・

議論した内容を、各部会の活動に落とし込むことを狙った。 
 午後の最初のワークは、利用者の傾向について 3)で扱った 3 つの側面を含めて検討し，重要な軸

を抽出しながらいくつかのグループにカテゴライズすることをまず行った。その上で、SLA のヘビ

ーユーザーと初回利用者をそれぞれ 2 人ずつピックアップし，典型的な利用者のペルソナと，仮想

的な利用の状況を作成してもらった。 
 
5) 対応の“＋α”を考えよう 
 4)で作成したペルソナについて、①基本的な対応として（利用者の目的に準じて）行なうべきこ

と，②自律的な学習者を促すための＋αの対応としてすべきこと，をそれぞれ具体的な方法まで考

え、議論をしてもらった。 
 
（４）成果と課題 
 日々の SLA としての対応や部会活動の中では、科目ごとの対応方法、すなわち、その科目の内容

を理解してもらうための支援方法について議論する機会は多くある一方、「どのように自律的な学習

を促すか」といった学習支援の側面について深める機会はあまり多くない。そのため、利用者の抱

える問題の解決や、分かりやすい解説の仕方などを、SLA はどうしても優先してしまいがちである。 
 本研修によって、SLA の対応の中で目指すべき目標を意識づけできたことは最大の成果だったと

言える。特に、活動歴の浅い SLA には学習者の自律性を育むという視点を持てていなかった者も多

かったことが推察され、大きな意義があったと言える。 
 合わせて、対応の中で、利用者のモチベーションや学習方略をモニタリングする必要性や、それ

に沿った支援を行うための具体的な方法についても情報交換をし、リアリティの高い形で深められ

たことは意味があったと言える。 
 加えて、普段あまり交流することが多くない他部会の SLA と、「学習支援者」という共通項で深

く議論できたことは、SLA にとって刺激になったようである。 
 本研修の課題としては、いくつかの典型例を想定し、深い支援を行うための方法について議論し

合ったものの、当然ながら利用者はそれぞれ学習状況や抱える課題、あるいはキャラクターが異な

る。それゆえ、実際の対応にどう活かしていくかは、各 SLA の即興的な判断力や柔軟な声かけの仕

方やコミュニケーション能力に委ねられている。それらのスキルを伸ばすためには、実際の対応場

面の記録を取りながら、それらのリフレクションを行っていくことが必要であろう。 
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4  北海道⼤学との合同研修の実施 
 
（１）概要 
 前年度までは福島大学・北海道大学の 2 校と合同研修を開催していたが、今年度は北海道大学と

の合同研修となった。合同研修の活動概要は次表の通りである。 
 
＜2019 年度他大学合同研修開催要項＞ 

企画名 2018 年度 ２大学学習支援スタッフ合同研修会 
企画運営 東北大学 学習支援センター／北海道大学 ラーニングサポート室 

趣旨 

大学生に対する学習支援を担うセンター間の交流と情報交換、そして研修の合同実施等

を通して、相互の組織運営体制や学習支援事業改善につなげる。特に、学習支援スタッ

フとして活動している学生同士を交流させることにより、自らを客観的に見つめ、これ

までの活動をふり返る機会や場としつつ、学習支援者としてのさらなる能力向上やスキ

ルアップを図る。 
場所 東北大学 川内キャンパス SLA ラウンジ 

事前準備 各大学の概要等情報共有など 
日程 2020 年 2 月 21 日（金） 

参加者 

■東北大学 
教職員：佐藤智子、縣拓充、賴羿廷、鈴木真衣 
SLA：5 名 
① 松井 理輝 理学 B3 物理（SLA 歴：1 年） 
② 吉澤 研介 理学 D1 数学（SLA 歴：1 年） 
③ 渡辺 孝佳 理学 M2 数学（SLA 歴：2 年） 
④ 竹平 航平 理学 B4 数学（SLA 歴：1 年） 
⑤ 韓  吉輝 工学 M1 英語（SLA 歴：2 年） 
⑥ 西塚  孝平 教育 M2 企画（SLA 歴 2 年）※第 2 部のみ 

 
■北海道大学 高等教育推進機構高等教育研修センター ラーニングサポート室 
教職員：須田 裕介  LSO 特定専門職員  数学 

秋山 永治  LSO 特定専門職員  物理 
TA：6 名 

スケジュ

ール 

12:50～13:00 集合（SLA ラウンジ周辺） 
13:00～13:30 【導入】趣旨説明、自己紹介、アイスブレイクなど 
13:30～14:00     両大学からの取組概要説明 
14:00～16:20 【第 1 部】英会話   模擬体験（Workshop） 
            数学・物理 模擬対応（1 on 1） 
16:30～18:10 【第 2 部】「大学における学習支援」について考える（哲学カフェ） 
18:10～18:20 閉会、写真撮影  

 
 
（２）目標 

◎基本レベルの研修として： 
学習支援の場面では、相手が初対面の相談者/参加者であっても、話しやすい雰囲気を即座に構築

し、安心して話せる信頼関係を構築することが求められる。さらには、支援内容に関する適切な問

いかけや助言をすることも求められる。そこで、今回は「模擬学生対応」のワークを通して、対応冒

頭のアイスブレイクの工夫や、相手が話しやすい問いかけや傾聴の態度、当該支援内容に関する適

切な質問やアドバイスの仕方を学ぶ。 
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◎応用レベルの研修として： 
上記の「模擬学生対応」を通して観察された多くの情報をしっかりと言語化し、「大学における学

修・学習としてのあるべき姿」や、「大学生に対する学修相談対応ないし学習イベント」としての効

果的な方法論を、参加者各位が、論理的・体系的に整理することを目指す。 
 
 
（３）構成 
 今回の合同研修では、第 1 部として両大学合同での模擬対応や模擬体験を実施し、第 2 部ではそ

の総括として「大学における学習支援」について対話的に思考し深めるためのワークショップを行

った。 
 
【第 1 部】  

両大学それぞれの学習支援の活動について相互に聴き、さらには演習として相互に体験すること

を通して、自らの活動のふりかえりを促すとともに、課題状況と、その課題の解決に向けたアイデ

ィアを共有する。 
 

【第 2 部】  

東北大学で実施・開発している「かんがえるソファ」による哲学的対話実践を体験すると共に、テ

ーマとして「大学における学習とその支援についてかんがえる」ワークショップを実施する。これ

により、両大学の TA/SLA 同士がアイディアを共有しながら自分自身のなかでの学習支援「哲学」を

洗練させると共に、両大学の差異と共通性を際立させることで、チームや組織として「学習支援」の

共通理解を構築する契機とする。 

 
 

 

「大学における学習支援」について考える（哲学カフェ） 
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模擬セッションの様子（理系科目サポート） 

 
 
 

 
模擬セッションの様子（英会話カフェ） 

 
 

  

85



83 
 

◎応用レベルの研修として： 
上記の「模擬学生対応」を通して観察された多くの情報をしっかりと言語化し、「大学における学

修・学習としてのあるべき姿」や、「大学生に対する学修相談対応ないし学習イベント」としての効

果的な方法論を、参加者各位が、論理的・体系的に整理することを目指す。 
 
 
（３）構成 
 今回の合同研修では、第 1 部として両大学合同での模擬対応や模擬体験を実施し、第 2 部ではそ

の総括として「大学における学習支援」について対話的に思考し深めるためのワークショップを行

った。 
 
【第 1 部】  

両大学それぞれの学習支援の活動について相互に聴き、さらには演習として相互に体験すること

を通して、自らの活動のふりかえりを促すとともに、課題状況と、その課題の解決に向けたアイデ

ィアを共有する。 
 

【第 2 部】  

東北大学で実施・開発している「かんがえるソファ」による哲学的対話実践を体験すると共に、テ

ーマとして「大学における学習とその支援についてかんがえる」ワークショップを実施する。これ

により、両大学の TA/SLA 同士がアイディアを共有しながら自分自身のなかでの学習支援「哲学」を

洗練させると共に、両大学の差異と共通性を際立させることで、チームや組織として「学習支援」の

共通理解を構築する契機とする。 

 
 

 

「大学における学習支援」について考える（哲学カフェ） 
 
 
 
 

84 
 

 
 

 
模擬セッションの様子（理系科目サポート） 

 
 
 

 
模擬セッションの様子（英会話カフェ） 

 
 

  

Ｓ
Ｌ
Ａ
の
採
用
と
育
成
・
研
修
実
績
報
告

4

86



85 
 

５  学びの転換セミナー「アートから学ぶ創造的思考」実施 
 
（１）主旨・概要 

近年，アートの視点や文化の学びを，研究・教育やビジネスにつなげていくことの重要性・有効性

が各所で叫ばれている。例えば，理工系の教科である Science，Technology，Engineering，Mathematics
の頭文字をとった「STEM 教育」には，新たに“Art”の要素が取り入れられ，「STEAM 教育」と呼

ばれることが多くなった。また，ビジネス領域において盛んに取り上げられていた「デザイン思考」

に代わって，感性や問題発見の側面をより強調した「アート思考」が注目を集めている。 
このように，「アート」の重要性は様々な場所で指摘されつつあるが，その一方で，アートとはそ

もそもどういうものであり，私たちはアートを通して何を学ぶことができるのかということについ

て，未だ共通の見解はないように思われる。殊に東北大学は，アートや文化に関わる授業がほとん

どないため，学生がアートについて知る機会自体も限られていたと言える。 
そこで、芸術文化に関わる研究を行ってきた当センター所属の 2 教員に加え，これまで「教育」

の問題をテーマにした作品制作を行い，国際的に活躍している現代美術家・山本高之氏をゲストに

招き，アートを通じた学びについて考えるセミナーを開催した。 
 

【山本高之氏 略歴】 
 1974 年愛知県生まれ。チェルシー・カレッジ・オブ・アート・アンド・デザイン修了。小学校教

諭としての経験から「教育」を中心テーマのひとつとし、子どものワークショップをベースに会

話や遊びに潜む創造的な感性を通じて、普段は意識されることのない制度や慣習などの特殊性や、

個人と社会の関係性を描く。近年は地域コミュニティと協働して実施するプロジェクトに多く取

り組んでいる。2017 年度に、テート・ギャラリーの教育普及プログラムのリサーチでロンドンに

1 年間滞在。 
 
 
（２）開催概要 
・日時：2020 年 2 月 5 日(水)  15:00～17:00 
・場所：川内北キャンパス講義棟  B200 教室  
・参加者：東北大学生・教職員 約 40 名 
 
 
（３）構成 
1. はじめに／認知科学から見たアート（縣 拓充） 15:00-15:20 
2. 考古学から見たアート（芳賀 満）  15:20-15:40 
3. アーティストトーク（山本 高之） 15:40-16:30 
4. クロストーク（山本高之×芳賀 満×フロアの皆さん ［進行：縣 拓充］） 16:30-17:00 
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そこで、芸術文化に関わる研究を行ってきた当センター所属の 2 教員に加え，これまで「教育」

の問題をテーマにした作品制作を行い，国際的に活躍している現代美術家・山本高之氏をゲストに

招き，アートを通じた学びについて考えるセミナーを開催した。 
 

【山本高之氏 略歴】 
 1974 年愛知県生まれ。チェルシー・カレッジ・オブ・アート・アンド・デザイン修了。小学校教

諭としての経験から「教育」を中心テーマのひとつとし、子どものワークショップをベースに会

話や遊びに潜む創造的な感性を通じて、普段は意識されることのない制度や慣習などの特殊性や、

個人と社会の関係性を描く。近年は地域コミュニティと協働して実施するプロジェクトに多く取

り組んでいる。2017 年度に、テート・ギャラリーの教育普及プログラムのリサーチでロンドンに

1 年間滞在。 
 
 
（２）開催概要 
・日時：2020 年 2 月 5 日(水)  15:00～17:00 
・場所：川内北キャンパス講義棟  B200 教室  
・参加者：東北大学生・教職員 約 40 名 
 
 
（３）構成 
1. はじめに／認知科学から見たアート（縣 拓充） 15:00-15:20 
2. 考古学から見たアート（芳賀 満）  15:20-15:40 
3. アーティストトーク（山本 高之） 15:40-16:30 
4. クロストーク（山本高之×芳賀 満×フロアの皆さん ［進行：縣 拓充］） 16:30-17:00 
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6．ＳＬＡによる活動振り返りレポート 
 
  

 
 

SLA としての活動を振り返って 

 
理学研究科数学専攻 博士課程前期２年 

SLA 数学担当 森 祥仁 
 

１．はじめに 
私は博士課程前期１年の後期から SLA としての活動を始めました。本稿では１年と半年間 SLA 

として活動する中で考えた事についてまとめてみます。 
 
２．SLA に応募したきっかけ 

私が SLA を知るきっかけは学内に掲載されていた SLA 募集のポスターでした（私は大学院から

東北大に入学したので、このような学習支援が存在しているとは知りませんでした）。学部の数学を

教えた経験は無かったので、良い経験になるだろうと考えて採用試験を受けました。 
 
３．SLA になって良かったこと 
 SLA になって良かったことは以下の３つです： 

1. 情報を伝える技術の向上、 

2. 学部で学んだ数学の復習 

3. 他分野の学生との交流。 

以下、順を追って述べます。 

 

 数学に限った話ではありませんが、数学を教えるためには表面的に理解する以上の深い理解

が要求されます。加えて自分が理解していることを分かりやすく、かつ正確に伝える技術も要

求されます。前者はともかく、後者は一人で勉強している限り絶対に身につかない技術です。 

 SLA を利用する多くの学生が学部１、２年生です。大学に入学したばかりで本格的な数学に

慣れていない学生が多いです。新入生に数学を教える際には思考の過程を丁寧に言語化する必

要があります。このような経験を積む事で説明力が向上したように感じています。 

 

 SLA を利用する学生は教養課程の学生であることが多いです。彼らは多種多様なバックグラ

ウンド・興味を持っています。したがって、数学の問題に取り組む際に生じる疑問点も多種多

様になります。数学科以外の視点ならではの疑問点もあり、私が SLA の利用者から教えられる

こともしばしばありました。このように単に自分で復習することで得られる理解・視点以上に

深い理解を得らえたと考えています・ 

 

 SLA として採用される学生の所属は数学科・専攻に限りません。数学部会の他に物理、化学、

英語、ライティング、企画部会があり、文理を問わず様々な専門知識を持つ学生が集まります。

異分野の学生と気さくに交流する機会は私にとって大変貴重でした。休憩中や業務時間外に他
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分野の知識・考え方を教えてもらえて大変勉強になりました。 

 

４．活動を通して学んだこと 
 SLA としての活動を通じて、他人に数学を理解してもらうためのコツは「いかにして説明せ

ずに済ますか」であるという結論を得ました。一見逆説的ですが分かりにくいと思うので以下

で詳しく述べてみます。 

 SLA を始めた頃は丁寧に論理を解説すればきっとわかってもらえるだろうと考えていました。

その結果、一方的な解説をすることが多くなってしまいました。利用者の反応は期待したほど

良くありませんでした。何となくわかったような気分になっただけで問題を解こうとしても手

が動かなかったり、説明の途中で疑問をぶつけることに遠慮してしまって私の説明が何も頭に

入ってこないという学生が量産されてしまいました。今考えるとこれは当然の結果です。とい

うのも、一方的に解説するということは講義の再現をすることであり、 SLA を利用する学生は

その講義がわからなくて質問しに来ているからです。 

 この観察を受けて、対応の方針をガラッと変えました。説明主体の対応から、疑問を投げか

け、相手に手を動かしてもらう対応に修正しました。結論から言えばこの方針転換は大成功で

した。数学を理解するために必要なことは「自分で計算し、自分で何かを掴むこと」です。説明

主体の対応は利用者が自ら手を動かし何かを発見する機会を奪うことになります。対して利用

者の躓きを解消してくれるであろう事実に直結する知識を疑問の形で利用者に問いかけて、自

ら手を動かしてもらうことは重要な数学的事実を利用者自らが発見することに繋がります。適

切な疑問を選んで投げかけることは先輩だからこそできることであり、SLA が目指すともそだ

ちそのものだと気づきました。 

 
５．まとめ 
 SLA として活動することで多くの発見をすることが出来ました。中でも数学を理解してもら

うためのコツを考え、実践する機会を得たことは非常に幸運でした。今後も SLA としてより良

い活動が出来るように励みたいと思います。 

 最後になりましたが、サポート室の皆様には大変お世話になりました。私が対応に関して迷

走していた時期にも丁寧にサポートして下さったおかげで今の私があると考えています。ま

た、各部会の皆様にも大変お世話になりました。この場を借りてお礼を申し上げます。 

 

  

5．SLAによる活動振り返りレポート
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「？」に素直に 

かんがえるソファが苦手だったかんがえるソファ担当より 
 

文学部人文社会学科考古学専修 4 年 
SLA 企画担当 鈴木 志保 

 
１．はじめに 

私は企画 SLA として、てつがくカフェ「かんがえるソファ」や、美術館訪問企画「美術館の楽し

み方、教えます！」を担当しました。私が SLA になった時期は、企画部会立ち上げ当初からのノウ

ハウが少しずつ積み上げられ、安定してイベントを行えるようになってきた時期でした。一方で、

企画のブラッシュアップも必要だったり、スキルがあればもっと良いイベントができると感じたり

と、課題も見えてきた時期でもあったと思います。どうしたらイベントがより良くなるかを考える

ことが難しくもあり、また楽しくもあり、2 年間の活動は非常に刺激的でした。「かんがえるソファ」

の運営を通じて、SLA として感じたこと、学んだことを書き残せたらと思います。 
 
２．「かんがえるソファ」から学んだこと 
(1) 「かんがえるソファ」は苦手でした 

SLA になる以前から「かんがえるソファ」の存在は聞いたことがありましたが参加したことはな

く、「何やら難しい話をするイベントなんだろうな･･･」と想像していました。イベントに実際に入

ってみたところ･･･概ねイメージ通りでした。ファシリテーターグラフィックとして参加した初めて

の「かんがえるソファ」では、一人だけ終始難しい顔をしていた気がします。正直なところ、私は昔

から難しい話が苦手で、哲学や倫理学の授業が憂鬱なほどでした。自分はきっと、ここにいる誰よ

りもてつがくカフェに向いていない。ここにいる中で一番話についていけていない。そう感じて、

ファシリテーターとしてイベントを仕切ることはもちろん、参加者の発言に対して質問することも

怖いと思っていました。 
しかし、参加者の発言に疑問を感じても滅多に質問せずに流れに任せていると、イベントの序盤

の内容の細かいイメージが共有できておらず、中～終盤になって話が停滞することが多くなりまし

た。話を深めようとしても空回りするような雰囲気があり、イベントの目的である「対話を通じて、

新しいアイディアに気づく」を達成することができませんでした。 
 (2) SLA だからこそ「？」に素直に 

失敗して初めて気づいたのは、疑問を感じつつもそれをはっきり示せていなかったのは私だけで

はないということでした。頭の回転がとても早そうにみえる参加者も、疑問を感じている点は同じ

でした。また、「かんがえるソファ」は、参加者は学部 1・2 年生が多く、ほとんどが初対面同士で

す。参加者は私以上に緊張し、質問したくてもなかなかできない、という気持ちが私以上にありま

す。 
SLA はあくまで“学習の伴走者”であり、話の全てを理解して正解を提示する必要はない。むし

ろ、参加者と一緒に疑問を解体していくことが大切です。SLA だからこそ、参加者以上に疑問を素直

に投げかけなければなりません。SLA の役割として当たり前であり最も重要なことに、失敗を通じて

気づかされました。 

それからは、「良い意味で、ここにいる誰よりも馬鹿になろう」「疑問に素直になろう」と心がけ

て、少しやりすぎかと思うくらいに参加者の発言に問いかけを繰り返しました。すると、参加者の

反応が明らかに良くなり、対話をしっかりと深めることができるようになりました。また、口調や
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表情が硬くなりすぎないように気をつけたり、雑談もはさんだりと、参加者が素直に質問しやすい

ような雰囲気づくりにも努めました。 

「？」を誰よりも素直に出すようにしたところ、私自身が「かんがえるソファ」を楽しめるように

なりました。「かんがえるソファ」に苦手意識がなくなるのには時間がかかりましたが、今振り返る

と誰よりもこのイベントの面白さが理解できたと思います。 

 

３．謝辞と、これからの SLA へ 

 学習支援センターのスタッフの皆様には、日々の活動で的確なアドバイスを頂いたり、行き詰ま

った時に私の気持ちを引き出して頂いたりと、本当にお世話になりました。ありがとうございまし

た。そして、一緒に活動した個性的で熱量あふれる SLA の皆さんにも感謝しています。SLA の活動

を通じて私自身も成長できたのは、この環境とメンバーあってのことだったと思います。 
学習支援センターの創設から時間が経ち、安定して業務を行えるようになった一方で、より良い

学習支援を目指して新しい道を模索する時期に差し掛かっているように感じます。最近は各部会で

イベントを企画したり情報発信を工夫したりと、新しいことに挑戦していてこれからの SLA が楽し

みです。一つだけ、卒業生としてアドバイスを残すなら、部会間の交流がもっとあっても良いので

はないかと思います。企画部会は、分野に縛られていない分、部会と部会がつながっていくための

橋渡しになってほしいと思います。 
2 年間、沢山のことを勉強させて頂きました。これからは OG として、SLA がこれからも発展して

いくことを楽しみにしています。 
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はないということでした。頭の回転がとても早そうにみえる参加者も、疑問を感じている点は同じ

でした。また、「かんがえるソファ」は、参加者は学部 1・2 年生が多く、ほとんどが初対面同士で

す。参加者は私以上に緊張し、質問したくてもなかなかできない、という気持ちが私以上にありま

す。 
SLA はあくまで“学習の伴走者”であり、話の全てを理解して正解を提示する必要はない。むし

ろ、参加者と一緒に疑問を解体していくことが大切です。SLA だからこそ、参加者以上に疑問を素直

に投げかけなければなりません。SLA の役割として当たり前であり最も重要なことに、失敗を通じて

気づかされました。 

それからは、「良い意味で、ここにいる誰よりも馬鹿になろう」「疑問に素直になろう」と心がけ

て、少しやりすぎかと思うくらいに参加者の発言に問いかけを繰り返しました。すると、参加者の

反応が明らかに良くなり、対話をしっかりと深めることができるようになりました。また、口調や
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表情が硬くなりすぎないように気をつけたり、雑談もはさんだりと、参加者が素直に質問しやすい

ような雰囲気づくりにも努めました。 

「？」を誰よりも素直に出すようにしたところ、私自身が「かんがえるソファ」を楽しめるように

なりました。「かんがえるソファ」に苦手意識がなくなるのには時間がかかりましたが、今振り返る

と誰よりもこのイベントの面白さが理解できたと思います。 

 

３．謝辞と、これからの SLA へ 

 学習支援センターのスタッフの皆様には、日々の活動で的確なアドバイスを頂いたり、行き詰ま

った時に私の気持ちを引き出して頂いたりと、本当にお世話になりました。ありがとうございまし

た。そして、一緒に活動した個性的で熱量あふれる SLA の皆さんにも感謝しています。SLA の活動

を通じて私自身も成長できたのは、この環境とメンバーあってのことだったと思います。 
学習支援センターの創設から時間が経ち、安定して業務を行えるようになった一方で、より良い

学習支援を目指して新しい道を模索する時期に差し掛かっているように感じます。最近は各部会で

イベントを企画したり情報発信を工夫したりと、新しいことに挑戦していてこれからの SLA が楽し

みです。一つだけ、卒業生としてアドバイスを残すなら、部会間の交流がもっとあっても良いので

はないかと思います。企画部会は、分野に縛られていない分、部会と部会がつながっていくための

橋渡しになってほしいと思います。 
2 年間、沢山のことを勉強させて頂きました。これからは OG として、SLA がこれからも発展して

いくことを楽しみにしています。 
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資料︓2019年度発⾏ポスター 

  

▲1）SLA 体験 Week2019       ▲2）前期スケジュール 4 月 

  

▲3）『レポート指南書』入門ゼミ①  ▲4）日本語会話 4・5 月 
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▲5）前期英会話カフェ体験 Week   ▲6）『レポート指南書』入門ゼミ② 

 

  

▲7）前期スケジュール 5 月     ▲8）日本語会話 6 月 

資料：2019年度発行ポスター
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▲9）SLA de 英会話         ▲10）英会話カフェ体験 Week 

 

  

▲11）前期スケジュール(シフト拡大) ▲12）『レポート指南書』入門ゼミ：中国語 

94 
 

  

▲13）月曜日             ▲14）火曜日 

 

  

▲15）水曜日             ▲16）木曜日 
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▲17）SLA 募集(化学)         ▲18）後期開始お知らせ 

 

  

▲19）日本語 10 月         ▲20）かんがえるソファ 10 月 
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▲21）日本語 初心者向け       ▲22）物理イベント 

 

   

▲23）かんがえるソファ 11 月     ▲24）物理の学習ポイント 11 月 
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▲25）SLA de 英会話         ▲26）後期英会話カフェ体験 Week 

 

  

▲27）美術館ツアー         ▲28）後期 SLA 募集 
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▲29）日本語 12 月         ▲30）かんがえるソファ 12 月 

 

  

▲31）かんがえるソファ 1 月     ▲32）学びの転換セミナー 
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＝編集後記＝ 

 

『学習支援センター（SLA サポート）年次活動報告書』は今回、第 6 号の刊行となりまし

た。2019 年度は、前年度までの取り組みを発展させつつ、従前のあり方を振り返る一年とな

りました。 

2019 年度は、相談窓口を開設し 1 対 1 で丁寧に学生の学習相談に応じていく形をさらに充

実させていくのに留まらず、SLA が持つ多様な学術的・社会的情報の発信力を向上させつつ、

留学生の学習支援を拡充し、重要な基盤固めの 1 年になりました。時間的・心理的な理由で

窓口に来られない学生にも有益な学習情報を届けられるように、アウトリーチ活動にも取組

んできました。多くの留学生を有する東北大学において、真に国内学生と留学生が「学び合

う」環境の構築も、一歩ずつではありますが進めることができたと考えております。 

2020 年の年明け以降は、新型コロナウィルス感染拡大により世界中で大きな混乱が生じ、

私たちの「当たり前」が大きく根底から覆されることとなりました。翌 2020 年度には、すべ

ての授業がオンライン化を迫られ、それに伴って当センターでも、すべての学習支援活動を

オンライン化すべく、急遽対応せざるを得ない状況となりました。結果としては、この 2019

年度が、それ以前の形態で活動ができた「最後の一年」になったと言えるかもしれません。 

末筆となりましたが、2019 年度も学内外の多くの皆様、多くの組織・機関に支えられ、無

事に当センターの活動を終えることができました。そして何よりも、これまで長きに渡りセ

ンターの活動を支えてくれた全スタッフに、感謝と労いの言葉を贈りたいと思います。ご支

援頂いておりますすべての皆様に、この場を借りてお礼を申し上げます。 

 

（佐藤 智子） 

 

 

 

 

学習支援センター（SLA サポート）年次活動報告書 －2019 年度－ 

Annual Report 2019 / Center for Learning Support (SLA Support Office)    

 

2021 年 3 月 25 日発行 

東北大学 高度教養教育・学生支援機構 学習支援センター（SLA サポート） 

〒980-8576 宮城県仙台市青葉区川内 41 番地 マルチメディア教育研究棟 1F 

website : http://sla.cls.ihe.tohoku.ac.jp/ 
印刷 北日本印刷株式会社 

※SLA 学生の各種作成物の情報は、学生個人の見解によるものも含まれることをあらかじめご了承ください。 

※本冊子掲載の写真データの無断使用を固く禁じます。 

 
 

101



学習支援センター（SLAサポート）
年次活動報告書

2019年度

東北大学
高度教養教育・学生支援機構

Institute for Excellence in Higher Education,
Tohoku University

Annual Report 2019 / Center for Learning Support(SLA Support Office)   

東
北
大
学　

高
度
教
養
教
育
・
学
生
支
援
機
構

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｌ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
）　
年
次
活
動
報
告
書　
２
０
１
9
年
度


	表1
	報告書_4c（書き出し）
	表4

